
 

    田町保育園だより  

 
 ２０１９年４月     津山市田町２９ 
                         ℡ ２２－５５５３ 

 

年主題 

「ことばに満たされて 

         ～ひびきあう～」 

－  年 主 題 聖 句 －  

「その人は流れのほとりに植えられた木」  
（詩編 １編 ３節） 

 －４月の聖書の言葉― 

「喜び楽しむものとして」 
             （イザヤ書 ６５章 １８節） 
 
 進級・入園おめでとうございます。４月は

出会いの季節です。幼い子どもたちは保育園
で新しい先生や新しい環境と出会います。不
安もあるかも知れませんが、子どもたちが楽
しく笑顔で過ごせるように祈っています。 
 この進級・入園の時期に、私たちはキリス
ト教において主のご降誕をお祝いするクリス

マスと同様に大切なイースターを迎えます。
イースターは主イエスの復活をお祝いする日
です。イースターの日は“春分の日の直後の
満月の次の日曜日”と決められていて、その
年によって３月末から４月の末にかけて移動
します。今年のイースターは４月２１日です。 

 救い主であるイエスさまは、私たち人間の
弱さを理解し、受け止め、その罪を赦すため
に十字架に進まれました。そしてイエスさま
は神さまに新しい命が与えられ、３日目に復
活されました。この復活において、今もイエ
スさまが私たちと共に歩んで下さる恵みが与

えられたのです。 
牧師・副園長 田中 馨子 

＜４月のテーマ＞ 

ありのままで 
・ありのままを愛してくださる神さまに出会う。 

・ありのままの気持ちを受けとめられて安心する。 
・保育者は、一人ひとりの生活リズムを大切にす 

る。               （０才児） 
 
ありのままで 
・保育者を通して祈ることを知る。 

・ありのままを受けとめてもらって、安心する。 
・新しく出会った人や環境に親しみを感じ、つな 

がっていく。             （１，２才児） 
 
ありのままで 
・さんびか、祈り、聖書のみことばをきくことを 

 通して神さまに出会う。 
・保育者や友だち、また春の自然と触れ合うこと 
 を心地よく感じ、安心して過ごす。 
・保育者は保護者とともに一人ひとりの子どもの 

ありのままの姿を受け止める。 
・保育者は子どもの表情や仕草、つぶやきなどか 

ら、思いをくみとる。  （３，４，５才児） 
 
 
＜新入園児＞ おめでとうございます 
 も も  ５名 
 き く  １名 

 ば ら  １名 
＜退園児＞ また、遊びに来てね 
 すみれ   １名 
 さくら   １名 
＜お誕生児＞ おめでとうございます 
 も も  ２名 

 すみれ  ２名 
 さくら  １名 
 き く  ２名 
 
＜職員異動＞３月末で退職 保育士 山本史佳 

４月から勤務 保育士 杉本恵美子 

４月行事予定 

  １日(月) 進級・入園式＜延長保育なし＞ 
  ２日(火) お花見給食 

  ９日(火) 避難訓練 
 １６日(火) 発育測定 
 １９日(金) お誕生日 
 ２０日(土) 参観日・PTA 総会<延長保育なし> 
 ２２日(月) 保育諸費集金 
 ２７日(土) 資源回収日 おべんとうの日 

 ２９日(月・休日)～５月６日(月・休日) 
              ＜休園日です＞ 

＜お知らせ＞ 

★クラス担任など 
・園 長 白井律子 
・副園長 田中馨子 

・主 任 津田恵美子 
・も も（０才）福田宏美、山蔭豊子、 
        山﨑真希 
・すみれ（１才）山本恵菜、山下めぐみ、 
        猪股理恵（７月から育休復帰） 
・さくら（２才）安藤真奈美(副主任)齋藤多喜枝 

・き く（３才）岸 美早 
・ば ら（４才）和田麻利 
・ゆ り（５才）佐藤暁子(副主任) 
・フリー 川元恵子、見土路仁子、牧野紀子、 
   赤松育子、岡田鈴美、北原ます子、田村培栄、 
    則本純子、秋本裕子、杉本恵美子 
・事務/保育士：安藤美穂子 
・給 食（管理栄養士）白石亜由美 
    （栄養士）小椋優美、岩本明美、 
    （調理員）山口真由美 
・社会福祉主事 太田正男 
・顧問 鳥觜智子 
 
・宗教法人責任役員会（保育園理事会） 
 代表役員／牧師 田中馨子 
 責任役員／理事  

太田正男、小林文加、亀岡直紀 
     平嶋道子、松本輝久、小室清彦 

 

 

 


